
役員会　配付資料1

平成26年5月19日

松浪地区まちぢから協議会　定期総会次第(案)
日時　平成26年

場所　松浪自治会

21日(水)午前9時30分へ

1　開会(議長)

2　総会の定足数報告

3　議事

(1)議事録著名人の選任

(2)議案第1号　平成26年度役員の選任について

*退任役員あいさっ*新役員あいさつ

(3)議案第2号　平成25年度事業報告及び

議案第3号　平成25年度決算報告

(4)議案第4号　平成25年度自治会館決算報告

(5)議案第5号　監査報告



(6)議題第6号

議案第7号

(7)議案第8号

〆S----へ一一(8)議案第9号

4　その他

5　閉会

26年事業計画案及び

26年収支予算案

成26年度　自治会館予算案

約の改正について

趨



平成26年度蒜器書
音

音

役職名 �人数 �氏 ��奉 

会長 �1 �勧砿 �� 

副会長 �2 �小間丘 � �音 膚的 

会計 �1 �　　　7 航空∴∴; ��¥牲 

書記 �1 �魯履∴∴章 ��紅 

監事 �2 �絢 � �轟梅 



平成

平成25年5月31

内容:松浪地区まち

松浪地区まち
25年度委員

2

日　1

ぢから

ぢから

及び役

計画及

日　1

、課題

メン′バ

18

陣会」害

委員の

郎鷲
15

ついて
口　　　「

5年度　松浪地区まちぢから協議会　事業報告

分→　設立総会　松浪自治会館

設立について

約の制定について
について

年度収支予算について

事務局の構成

平成25年6月4日

内容:「防災対策部≦

防災訓練実行委
平成25年度

平成25年6月5日

9時一　第1回運営委員会　松浪自治会館

及び構成メンバーについて、準委員について
葛について

時30分一　防災対策部会設置前打合せ　松浪自治会館

部会長・副部会長の選出、11月17日(日)「松浪地区防災訓練」
の選出、実行委員会のスケジュール

台会防災部長・副部長の登録申請
5時30分一　役員会　茅ヶ崎市役所仮設庁舎会議室

内容:委員の追加について、臨時総会の議案について、運営委員会の議案について

平成25年6月13日

内容:防災訓練(案)

平成25年6月19日

内容・:規約第29条第

防災対策部会の

平成25年6月19日

内容:浜竹通りの交通

市民集会(9月
防災対策部会の

平成25年7月9日

内容
平成25年7月17

内容:安全対策部会
市民集会(

平成2
内容:

平成2

年8月9

内容:市民集会の進め

平成2
内容:

5年9月

市民集会の次

市民集会の当
事前質問に対

の音

2

設

規

18時30分一　防災対策部会　松浪自治会館

概要説明、防災部会の運営について
18時30分一　臨時総会　松浪自治会館

項及び第3項の改正について、平成25年度予算について

置及び部会長の選任について
19時一　第2回運営委員会　松浪自治会館

制について、盆踊り大会の模擬店の実施について
4日(土)開催)とめ質問事項の取りまとめについて

め方及び進捗状況について、安全対策部会の設置について

平成25年9月14日

平成25年9月18日

内容:防災対策部会の
市民集会の振り

平成25年10月l日

時30分一　防災対策部会　松浪自治会館
日程について、避難所開設訓練案の検討

時30分一　第3回運営委員会　松浪自治会館
こついて

(土)開催)との質問事項の取りまとめ及び進め方について
30分一　防災対策部会　松浪自治会館

つ ヽて

時30分一　第4回運営委員会　松浪自治会館

代表(=委員)の選出について

選出及び安全対策部会の設置に向けた進め方について
8時30分一防災対策部会・松浪自治会館
ついて、安否確認の実施方法について

時30分一第5回運営委員会　松浪自治会館

について

時一第6回運営委員会　松浪自治会館
についての確認

についての確認、市民集会の事前準備についての確認

選定
13時30分一市民集会　小和田公民館

18時30分一第7回運営委員会　松浪自治会館

告について、無線機の通信試験結果の報告について
り

18時30分一防災対策部会　松浪自治会館
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内容:避難所開設訓練案について(各小学校ごとに打ち合わせ

平成25年10月3日　18時30分一役員会　松浪自治会館

内容:各分野の地域団体の代表の選出に関しての進め方につ↓

平成25年10月16日　18時30分一第8回運営委員会

内容:防災対策部会の報告について、平成26年松浪地区賀詞

朝市懇談会について、松浪地区まちぢから協議会の進め

平成25年11月20日　18時30分一第9回運営委員会

内容:防災対策部会(松浪地区防災訓練)の報告について
平成26年松浪地区賀詞交歓会について
安全対策部会設立に向けた意見交換会について

平成25年12月18日　18時30分一第10回運営委員会

内容:防災対策部会(松浪地区防災訓練の振り返りについて)

平成26年松波地区賀詞交歓会について
松浪地区まちぢから協議会意見交換会について

松浪ふれあいネットワーク交流会について

松浪地区まちぢから協議会　視察研修会について

平成26年l月18日　17時一賀詞交歓会　松浪自治会館

浪自治会館
歓会について

について

浪自治会館

松浪自治会館

報告について



松浪鞄区まちぢから協議会 
議案第3号 議案第7号　　　　　　自平成25年04月Ol日 

至平成26年03月31日 

平成25年度 ���算 �平成26年度予算 

収 ��� �収　　入 

項　目 �予算 �決算 �摘要 �項　目 �予算 �摘要 

繰　越　金 �120,957 �120,957 � �繰越　金 �192,606 � 

補助　金 �440,000 �440,000 �地区自治会連合会等補助金 (100,000) 地区防災訓練補助金 (240,000) 地域コミュニティ活動団体設置 運営費補助金 (100,000) �補助　金 �440,000 �抱区自治会連合会等補助金 (100,000) 地区防災訓練補助金 (240,000) 地域コミュニティ活動団体設置 運営費補助金 (100章000) 

分　担　金 �359,400 �362,080 �7,652世帯×40円十14自治会 ×4,000円 �分　担　金 �362,080 �7,652世帯 

雑　収　入 �0 �5,000 �寸志「自治会長歓送迎会」 (2タ000) 祝金「賀詞交歓会」(3,000) �雑　収　入 �0 � 

受取利息 �47 �61 �普通預金利息 �受取利息 �61 �普通預金利息 

合　計 �920,404 �928,098 � �合　計 �994,747 � 

支 ��� �支　　出 

項　目 �予　算 �決　算’ �摘要 �項　目 �予　算 �摘　要 

会　議費 �80,000 �66,647 �総会費、会捏費、お茶代 �会議費 �80,000 �総会、運営委員会、会場費 

事務費 �20,000 �7,782 �事務用品代、コピー代、 �事務　費 �20,000 �事務用品、印刷代 

事　業　費 �540,000 �45l,633 �松波朝市(25,000) 地区防災訓練(328事482) 賀詞交歓会(23,810) 市民集会(29,848) 地域コミュニティ活動団体設置 運営費(44,493) �事　業　費 �540,000 �松波朝市活動費、市民集会、 賀詞交歓会、防災対策部会、 市民安全部会、 地域コミュニティ広報活動費 自治会長部会活動費 

助　成費 �85,850 �76,520 �松波小区脊椎協(51,100) 緑が浜小区椎進協(10,690) 汐見台小区推進協(14,730) �助　成　費 �76,520 �松波小区青推協 緑が浜小区推進協 汐見台小区推進協 

渉外費 �20,000 �24タ440 �自治協懇親会(4,000) 自治協負担金(10,000) 自治協賀詞交歓会(6,000) 名和田教授会合(4,440) �渉外黄 �20,000 �茅ヶ崎市自治会連絡協議会 

研　修費 �70,000 �62,080 �先進都市視察(10,000) ひたちなか市視察研修 (52,080) �研修　費 �70,000 �茅ヶ崎市自治会連絡協議会 自治会長都会視察研修費補助 

通　信　黄 �5タ000 �9,000 �意見交換会切手90円×100枚 �通　信　黄 �5,000 � 

慶　弔　費 �30,000 �15,500 �自治会長歓送迎会(15,000) 浜須賀会飽記念式典(500) �慶　弔　費 �30,000 �自治会長部会歓送迎会 

役　務　費 �20,000 �20,000 �書記、会計手当 �役　務　費 �20,000 �書記、会計手当 

雑　費 �5,000 �l,890 �JAさがみ振込手数料 �雑費 �5,000 � 

予　備　費 �44,554 �0 � �予　備　費 �128,227 � 

合　計 �920,404 �735,492 � �合　計 �994,747 � 

決算収入 �決算支出 �次期繰越金 �l現金l普通預金書　　繰越金内訳 

928,098 �735,492 �192,606 �!24,854i167,752l　192,606 

平成26年4月8。i議案第5号 ���平成26年4月8日 

監査の結果、適正且つ正確に処理さ ���て　　　　　　　　　　以上の通り報告いたします。 

いることを証明します。 　　　　　言 　監査前田積(、l ���ト、、　　　　　　　　松浪地区まちぢから協議会 

音謬　　　　　　会長名井軍需 
監査　　平松　民平仁 ��� 

も　　　会計松井教 



松　波　自　治　会　館

議案第8号 自平成25年04月Ol日

至平成26年03月31日

平成25年度決算

収　　入

項　目 摘　要

繰越金 166,344 166,344 現金(9,570)

普通預金(156,774)

会　館使　用　料 l,150,000 1,161,900 12ヶ月(3月分へ2月分)

受　取利　息 普通預金利息

雑　収　入

l,316,394 l,328,293

支　　出

項　目 摘　要

管’理　費 190,000 190,000 12ヶ月白井総合企画、会計手当

雷へ気　料金 350,000 356,497 12ヶ月(3月分一2月分)

カ　ス　料　金 12ヶ月(4月分へ3月分)

上下水道料金 25/2・3月へ25/12月・26/1月

事務　費

ダ　ス　キ　ン 12ヶ月(4月分へ3月分)

消　耗　品　費 トイレットペーパー等

保　険　料 火災保険料5年契約単年度分

消防用設備点検費 消火器、火災警報器

備　品　費 会議用机@7,500×5、@5,880×3

修　繕　費 200,000 トイレタンク修理、玄関外灯

修　繕積　立　金 300,000 300,000 定期預金へ

会館屋内清掃費、振込手数料

予備　費

〈　合　計 lタ316,394 l,140,262

平成26年度予算

収　　入

摘　要

現金(2,503)

普通預金(185,528)

12ヶ月(3月分へ2月分)

普通預金利息

支　　出

摘　要

白井総合企画へ

平成22年10月一平成27年10月

年2回実施

会館屋内清掃費、振込手数料

決算収入 決算支出 次期繰越金 定期預金

l,328,293 l,140,262 188,03l 前期繰越金1,403,702

次期繰越金1,704,025

7

平成26年4月8日 議案第5号

監査の結果、適正且つ正確に処理されている事を

証明いたします。

監査　前田　積

監査　平松　民平

26年4月8日

の通り報告致します

地区自治会連合会

会長名井協態},

会計松井教の●



l議案第6号l 　平成 事業計画方針 ・課題把握 アンケートや意見 �6年度松浪地区まちぢから協議会事業計画 ゝ換会等を用い、松波地区の課題を把握行い、分野毎に課題の審 

行い、課題解決まで ・課題解決 課題把握・整理をノ �方法等についての検討を行う。 

い、運営委員会において協議を行う中で必要に応じて部会の誌 

行い、行政と協働し ・広報活動 松浪地区まちぢか �中で課題解決を図っていく。 

協議会の活動を地域住民に周知を行うために、紙媒体やインタ 

ツト等を用い、広報 ・人材発掘 部会を設置してい �動を行う。 

中で、地域住民に対して広く呼びかけを行い、気軽に参加でき 

境を整備することで、 会議の計画 �潜在的な人材を発掘する。 

期日　　　　　　会≡ �・事業名　　　　　　　　備考 

通年　　役員会(、 �宜) 

通年　　運営委員 �(適宜) 

※なお、役員会、運営 開催日時を決定する。 事業等の計画 �員会ともに、会議の構成員の都合に応じてスケジュール調整を 

開催予定日時 � �事業名 �場所 � 

8月16日(土)・17 �(日) �盆踊り大会・模擬店 �松浪小学校 

9月13日(土) 13時30分一 � �市民集会 �小和田公民館 

11月16日(日)9昧 �~ �地区防災訓練 �各小中学校 

1月17日(土)11旺 �~ �賀詞交歓会 �松浪自治会館 

※なお、上記事業の詳糸 �に関しては運営委員会で検討を行い、決定する 

○
○



現行 � �音 顕改正(案) 

(部会の構成) �(部会の構成) �は、委員及び部会員で構成する。 

第24条　各部会は、委員及び部会員で構成す �第24条　各部 

る。 �2　各部会に部一 �長及び副部会長を置く。 

2　各部会に部会長及び副部会長を置く。 �3　部会長は、 �員とする。 

3　部会長は、委員とする。 �4　副部会長は、 �部会の中から互選により選任す 該部会への参画の意思がある者 

4　副部会長は、部会の中から互選により選任す �る。 

る。 �5　部会員は、、 

5部会員は、当該部会への参画の意思がある者 とする。 �とする。(自治会 �部会を除く。) 

臆H



松浪地区まちぢ

(名称及び所在地)

第1条　本会は、松浪

地を会長宅とする。

(区域)

第2条　本会の区域

四丁目自治会、松

自治会、常盤町自

ゝら協議会規約(案)

区まちぢから協議会(以下「本会」という。)と称し、その所在

塞

は、l浜竹一丁目自治会、浜竹二丁目自治会、浜竹三丁目自治会、浜竹

目自治会、松浪二丁目自治会、富士見町自治会、しG富士見町

緑が浜自治会、汐見台自治会、出口町自治会、ひばりが丘自治

会、美住町自治会の区域(以下「地区」という。)とする。

(目的)

第3条　本会は、茅

に基づき、「地域

自治基本条例の第25条(コミュニティ)及び第26条(協働)

と市の協働」、「市民相互の協働」の考えの基、地区の単位自治会の

代表者、地区の各分野の地域団体の代表及び地区内に居住する者で構成された地区の代

表性をもった組織と

ティを形成し、地域

の連携を図り、多く

高め、地域の課題の

2　本会は、(仮称)

リエーションの場を

さとふれあいのある

(事業)

第4条　本会は、第3

(l)地区内の住民及

(2)地区内の住民及

(3)地区内の各種団

(4)地区内の住民の

(5)(仮称)松浪地

(6)その他、前条の

(委員)

して、(仮称)松浪地区地域集会施設を拠点に新たな地域コミュニ

の様々な活動について話し合い、顔の見える関係づくりや団体同士

の方々が地域の情報を共有し、地域活動を活性化し、まちぢからを

発見や解決をしていくことを目的とする。

松浪地区地域集会施設の管理運営を行い、市民の学習、集会、レク

提供し、地域住民相互の連帯感と自治意識の高揚を図り、心の豊か

地域社会を形成することを目的とする。

の目的を達成するため、次の事業を行う。

各種団体等の共通の課題解決に向けた取り組みに関すること

各種団体等の共通の学習及び行事等に関すること。

等の活性化及び各種’団体相互の連絡調整に関すること。

画と情報の共有並びに協働の推進に関すること。

地域集会施設の管理運営に関すること。

的達成に必要な事業の実施に関すること。

誓霊器嵩罵る者で構成するo
(2)地区社会福祉 の代表

(3)地区民生委員児童委員協議会の代表

(4)地区老人クラブ連合会の代表

(5)地域包括支援センターさざなみの代表

tO



(6)地区体育振興会の代表

(7)地区スポーツ少年団の代表

(8)汐見台小学校区青少年育成推進協議会の代表

(9)緑が浜小学校区青少年育成推進協議会の代表

(10)松浪小学校区青少年育成推進協議会の代表

(士1)汐見台小学校PTAの代表

(12)緑が浜小学校PGTの代表

(13)松浪小学校PTAの代表

(14)松浪中学校PTAの代表

(15)松浪学区子ども会連合会の代表

(16)食生活改善推進団体の代表

(17)地区の環境指導員の代表

2　次に掲げる者については、総会において議決された

(l)地区内に住所又は活動の拠点を有し、委員の募集に対し

(2)地区内に住所又は活動の拠点を有し、本会が推薦した者

3　委員の任期は2年とする。ただし、再任は妨げない。

4　欠員による補充委員の任期は、前任者の残任期間とする。

(準委員)

第6条　本会に準委員を置く。

2　準委員の任期は2年とする。ただし、再任は妨げない。

3　欠員による補充委員の任期は、前任者の残任期間とする。

(役員)

第7条　本会に次の役員を置く。

(1)会長　　　1名

(2)副会長　　2名

(3)会計　　l名葛う乙

(4)書記　　1名、→Z

(5)監事　　　2名

(役員の選任)

第8条　会長、副会長、会計、書記及び監事は、総会において、

追加していく

員の中から互選により

選任する。

(役員の職務)

第9条　会長は、本会を代表し、会務を総括する。

2　副会長は、会長を補佐し、会長に支障があるときは、その職

3　会計は、本会の会計事務を処理する。

4　書記は、事務局を総括する。

(!

を代行する。



5　監事は、本会の‡

会計事務及び業務宅

報告のために必要カ

(役員の任期)

第10条　役員の任顛

2　補欠により選任さ

3　役員は、辞任又は

わなければならない

(役員の解任)

第11条　役員が、

総会の議決により

(会議)

第12条　本会の会

す。

3　総会及び運営委員

するところによる。

(総会の構成)

第13条　総会は、

とができる。

2　総会の議長は、

(総会の種別)

第14条　総会は、

2　定期総会は、年

3　臨時総会は、会

目的たる事項を示

あったときに開催す

(総会の招集)

第15条　総会は、

2　総会を招集する

して、会議の7目前

(総会の議決事項)

第16条　総会は、次

(l)事業計画及び事

(2)予算及び決算に

び業務執行について監査を行い、毎年定期総会に報告する。

て不正の事実を発見したときは、総会に報告することとし、

めるときは、臨時総会の開催を請求する。

する。ただし、3期までとする。

の任期は、前任者の残任期間とする。

の後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行

反したとき又は本会の名誉を傷つける行為をしたときは、

とができる。

役員会、運営委員会、部会とする。

の過半数が出席しなければ開くことができない。ただし、

ついては、出席があったものとみな

は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決

構成する。ただし、参考人として準委員を出席させるこ

が就く。

び臨時総会とする。

催する。

認めたとき、総会を構成する者の三分の一以上から会議の

ったとき及び第9条第5項の規定により監事から請求が

る。

の構成員に対し、会議の目的、内容、日時及び場所を示

知しなければならない

議し、議決する。

関する事項

隔

委
　
員

営
　
委

運
　
営

び
　
運

及
　
び

会
　
及

総
　
会総

2

則委たつあが出捷



(3)役員、準委員の選任及び解任に関する事項

(4)第5条の第2項に掲げる委員の選任及び解任に関する事項

(5)議事録著名人の選任に関する事項

(6)本規約等の制定及び改正に関する事項

(総会の議事録)

第17条　総会の議事については、次の事項を記載した議事録を

(l)日時及び場所

(2)委員の現在数及び出席者数(委任状を提出した委員も含む

(3)開催日的、審議事項及び議決事項

(4)議事の経過の概要及びその結果

(5)議事録著名人の選任に関する事項

2　議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署

をしなければならない。

3　議事録は、委員に送付する。

(役員会の構成)

第18条　役員会は、役員(監事を除く)をもって構成する。

2　役員会の議長は、本会の会長が就く。

(役員会の招集)

第19条　役員会は、会長が必要と認めたときに召集する。

(役員会の審議事項)

第20条　役員会は、次の事項を審議する。

(l)総会、運営委員会に付議すべき事項

(2)総会、運営委員会、部会の会務の調整に関する事項

(運営委員会の構成)

第21条　運営委員会は、委員をもって構成する。ただし、参考

せることができる。

2　運営委員会の議長は、本会の会長が就く。

(運営委員会の招集)

第22条　運営委員会は、会長が必要と認めたときに招集する。

(運営委員会の議決事項)

第23条　運営委員会は、次の事項を審議し、議決する。

(1)部会長の選任及び解任に関する事項

(2)部会の設置及び廃止に関する事項

(3)各部会が協議した事業に関する事項

(4)各部会聞及び各種団体間の連絡調整に関する事項

(5)総会に付議すべき事項

乍成しなければならない。

人2名以上の署名押印

として準委員を出席さ



(6)総会において議主

(7)総会の議決を要;

(8)協議会に寄せら月

(部会の構成)

第24条　各部会は、…

2　各部会に部会長及て

3　部会長は、委員と「

4　副部会長は、部会`

5　部会員は、当該部…

(部会長及び副部会士

第25条　各部会長、雀

2　部会長は、当該部享

3　副部会長は、部会士

(部会長及び副部会士

、された事項の執行に関する事項

ない会務の執行に関する事項

た意見及び提案事項(以下「意見等」という。)に関する事項

員及び部会員で構成する。

副部会長を置く。

る。

中から互選により選任する。

への参画の意思がある者とする。(自治会長部会を除く。)

の職務)

副部会長は次の職務を行う。

を代表し、会務を総括すると共に運営委員会に出席する。

を補佐し、部会長に支障があるときは、その職務を代行する。

の任期)

第26条　部会長及び副部会長の任期は2年とする。ただし、再任は妨げない。

2　補欠により選任さカ

3　部会長及び副部会亨

その職務を行わなけカ

(部会の招集)

第27条　部会は、部圭

(部会の審議事項)

第28条　部会は、所掌

(事務局)

第29条　本会に、事毒

2　事務局は書記が統寿

3　事務局には市職員月

た部会長及び副部会長の任期は、前任者の残任期間とする。

は、辞任又は任期満了の後においても、後任者が就任するまでは、

ばならない。

長又は運営委員会が必要と認めたときに招集する。

する事項について調査・審議し、各種の事業を実施する。

を処理するため、事務局を置く。

する。

び地区内に居住する者から役員会が推薦し、総会の議決を



第31条　協議会の事業及び会計年度は、毎年4月1日より翌年

(経費)

第32条　協議会の経費は、市からの補助金及びその他の収入を

(住民等からの意見等の取り扱い)

第33条　会議で出された意見等のほか、地区の住民及び各種団

は、事務局が取りまとめ、運営委員会に報告する。

(必要事項)

第34条　その他、本会の運営について必要な事項は別に定める

附　則

この規約は、平成25年5月31日から施行する。

附　則

この規約は、平成25年6月19日から施行する。

附　則

この規約は、平成26年4月16日から施行する。

附　則

この規約は、平成26年5月i　　日から施行する。

閲

3月31日とする。

もってあてる。

本から寄せられた意見等




